
提供者

【製品Lの機能性】
・内臓脂肪の減少
・高めのBMIの改善

消費者
【自動的推論】

・飲むだけでいい，楽
・早く効果が出る

• LFの主研究は免疫でありX社は知見のある研究成果とは異なる知見を採用している（左図）。
• 機能性として「体重が減る」は訴求していないが，消費者がそう思ってしまっている。
• 多くの消費者は公開情報を確認せず，欺瞞的マーケティングによって「自動的推論（都合の

よい思い込み）」が引き起こされている可能性がある。
• 提供者は長期的な顧客を失うリスクがある。

消費者庁
【制度運用】

・教育，啓発
・指示命令，指導

知
見
の
利
用

【P18】企業と消費者のすれ違い
五島光(JAIST)
白肌邦生(JAIST）機能性表示食品Ａの口コミ分析

１．研究動機・目的

２．データサンプルと分析手法

３．結果

４．考察・仮説の提案

• 我が国では2015年に「機能性表示食品制度」が開始された。
• 機能性とは「脂肪の吸収をおだやかにする」などの健康の維持・増進に役立つ特定の目的が期待できる
ことである。

• 2020年度の機能性表示食品の市場規模は3349億円（前年比25.9％増）でトクホを上回った。
• 機能性表示食品は安全性と機能性の科学的根拠を消費者庁に届け出ればよい（国の審査なし）。情報は
公開される。

乳由来のラクトフェリンを
「腸までしっかり」と届けます

制度前の広告イメージ 制度後の広告イメージ

商品
画像

Ｘ社は「ラクトフェリンサプリ」
売上シェアＮｏ．１

※但し書き

スカートやベルトのサイズが気になる
無理のない健康的なスッキリ計画をはじめたい。
運動不足や食生活を見ないしたい

というあなたへ。
商品
画像

商品名 ラクトフェリン機能性表示食品
届出番号

●年連続売上No.1 ●●●万人突破

内臓脂肪を減らすのを助け，
高めのBMIの改善に役立ちます。

Ｘ社はラクトフェリンが内臓脂肪を減らすことを世界で初めて
実証しました。1日3粒であなたのスマートライフを応援します。

☑内臓脂肪を
減らしたい

☑BMIが25以上ある ☑健康的な体型を
維持していきたい

・93粒入り（約31日分）1日の摂取目安3粒
※食生活は，主食，副菜を基本に，食事のバランスを。

欺瞞的マーケティング*が行われている可能性

企業の思惑 消費者の思惑

花形となる機能性表示食品の
マーケティング活動を行って市
場を拡大したい，売上アップ。

意図的もしく意図的でなくても（未必の故意），機能性を過度に表現したり
製品に関する十分な情報を伝えなかったりして消費者に購入・使用を促す。

節制のある生活や運動のために
労力をかけずに安易に健康の成
果を得たい。

• 国内企業Xのラクトフェリン（LF）を主成分とする機能性表示食品Aの口コミ
（T.M. Community社ダイエットカフェ提供）

• 2009年5月30日～2019年9月28日に投稿された2443件ののうち，明らかに別の製品であったり使用されて
いないものを除き，さらに5段階評価がなされている2217件に絞って，データクレンジングを行った。

• STM(Structural Topic Modelling)は潜在的ディリクレ配分モデルなどの確率的トピックモデルの伝統を受け
継いで拡張させたトピックモデル。

• STMはトピックを推定するときに文書（本研究では口コミ）と関係がある変数を組み入れて文書と変数
の関係を推定でき，トピックの出現率に影響を与えている変数を調べることができる。使用した変数は
ID番号（いちばん古い口コミを1，新しい口コミが2217で時間の変化を表す），5段階評価，機能性表示
食品制度の有無（制度実施前を0，制度実施後を1としたダミー変数）の3つ。

LFのバイオマーカー機能
腸管系疾患患者の健康管理と
してカルプロテクチンととも
にLFは糞便中の好中球量を把
握するバイオマーカーとして
機能

LF獲得経路
新生児や乳児は母乳から．大人
はホエイプロテイン(Bii)から

乳児にとってのLF
腸内細菌であるビフィズス菌
を抗菌せずむしろ増殖促進作
用がある．

LF由来のペプチドの存在
例えばラクトフェリシンは抗菌
作用がある．

LFの機能メカニズム
リガンド結合の話題．LFが生体
内の様々な分子と相互作用し協
同的に機能している．

抗体作用に関するテーマ
LAは顆粒状たんぱく質分解酵素
の１つであり，自己抗体の発生
を抑制する機能もある．

ラベル トップワード 機能性表示の影響

1 理性的な評価 Highest Prob:製品Ｘ,飲む,ない,ダイエット,効果,体重,痩せる
FREX:健康診断,風邪,維持,中性脂肪,下がる,コレステロール,リバウンド －

2 短期間使用での諦め Highest Prob:効果,ない,ん,続ける,ありません,まったく,期待
FREX:変わる,値段,効果,ありません,続ける,高い,ん ＋

3 長期的な評価 Highest Prob:飲む,体重,やめる,増える,製品Ｘ, 1年,よい
FREX:飲む,よい,忘れる,増加,やめる,友人,逆 －

4 不誠実な対応への不快感 Highest Prob:ない,解約,電話,まったく,ぬ,効果,やめる
FREX:解約,電話,しつこい,勧誘,連絡,伝える,営業 n.s.

5 自助努力の必要性・実行 Highest Prob:運動,体重,減る,サプリ,痩せる,内臓脂肪,ぬ
FREX:食事制限,頼る,取り入れる,運動,内臓脂肪,ダメ,ジム ＋

6 販促による期待と落胆 Highest Prob:購入,見る,広告,試す,ホームページ,口コミ,ぬ
FREX:ホームページ,口コミ,読む, BMI,参考,トライアル,データ ＋

7 有名企業Xへの不信感 Highest Prob:購入,Ｘ社,まったく,ブランド,ない,定期,信頼・安心
FREX:信頼・安心,メーカー,信じる,ガッカリ,ブランド,企業,バカ －

8 便通効果 Highest Prob:良い,お通じ,便秘,痩せる,ない,出る,もともと
FREX:腸内環境,便秘,お通じ,友達,良い,夜,もともと n.s.

9 感性的な評価 Highest Prob:おなか,減る,ない,周り,体重,試す,出る
FREX:おなか,周り,ぽっこり,ゆるい,回り,まわり,腹痛 －

上表のラベルづけはMAXQDAを用いてコー
ディングを行った。ーは負の影響，＋は正
の影響（p<0.05）。トピック2（左），ト
ピック5（中），トピック6（右）は機能性
表示がされてから出現比率が有意に上がっ
た。トピック1について，5段階評価と機能
性表示に有意な負の交互作用があった。

スクリーニング手順：DB-Scopus
(1) Keyword検索: Lactoferrin 13,641件
(2) Focus: Paper and conference paper 10,774件
(3) 分野指定：Medicine, Biochemistry, genetics and molecular 
biology, immunology and microbiology, agricultural and biological 
sciences, chemistry, pharmacology, toxicology and pharmaceutics, 
chemical engineering, material science, health professions: 10,420件
(4) 言語指定(英語) 9751件
(5) 索引キーワード指定(Lactoferrin) 8070件
(6) 被引用数指定(100件以上) 536件

* Boush, D. M., Friestad, M., & Wright, P. (2009). Deception in the Marketplace: The psychology of deceptive persuasion and consumer self-protection. 
Taylor and Francis Group, LLC (安藤清志・今井芳昭監訳，『市場における欺瞞的説得』，誠信書房，2011).

機
能
性
表
示

機
能
性
表
示

機
能
性
表
示

あり

なし

あり

なし

あり

なし

Topic 2 Topic 5 Topic 6

LFに関する学術研究の書誌分析

図：欺瞞的マー
ケティング生成
構造とその結果

消費者ｺﾐｭﾆﾃｨ

本来の機能とは異な
る観点での製品評価

口
コ
ミ

学術界
LFはカラダの免
疫機能向上を助
ける機能がある．

学習/失望/…?

消費者のその後の行動は追加調査が必要．Well-being意識の高まりから，消費者
は健康に対する自己責任意識を高めている．企業として，どう支援していく必要
があるかは次世代のマーケティングとして考えるべき重要な観点。

欺瞞的マーケティング
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